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大
久
保
小
学
校
は
行
政

の
都
合
で
３
回
も
敷
地
が

削
ら
れ
て
お
り
、
児
童
１
人
当
た

り
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
有
効
面
積（
注
）

は
市
内
小
学
校
で
最
も
狭
い
。
合

築
に
伴
い
、
市
内
小
学
校
の
１
人

当
た
り
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
平
均
有
効

面
積
を
確
保
で
き
る
の
か
。

大
久
保
小
学
校
合
築
事

業
は
、
校
舎
が
非
常
に
老

朽
化
し
、
耐
震
構
造
上
も
問
題
が

あ
る
中
で
、
全
面
改
築
を
実
施
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
を
確
保
し
よ
う

と
い
う
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。
大

久
保
小
学
校
の
敷
地
形
態
を
見
る

限
り
、
用
地
の
拡
大
は
不
可
能
で

あ
り
、
１
人
当
た
り
の
平
均
有
効

面
積
14
㎡
の
確
保
は
非
常
に
難
し

い
。
よ
っ
て
、
消
防
分
署
と
合
築

す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
敷
地
面

積
が
狭
く
な
る
こ
と
だ
け
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
在
あ
る
土

地
を
い
か
に
有
効
に
活
用
し
面
積

を
確
保
で
き
る
か
検
討
中
で
あ
る
。

小
学
校
設
置
基
準
で
あ
る
最
低
７

２
０
０
㎡
以
上
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

確
保
す
る
と
同
時
に
、
現
在
の
不

整
形
な
狭
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
少
し

で
も
広
く
と
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

（
注
）
有
効
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
と

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
よ
り
花
壇

等
障
害
物
を
除
い
た
面
積
を
い
う
。

平
成
17
年
度
予
算
に
お

い
て
、
発
展
特
別
枠
ゆ
め

創
造
21
予
算
を
設
置
し
、
タ
イ
ム

リ
ー
で
重
要
な
施
策
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
本
市
は
教
育
先
進
都
市

と
い
う
カ
ラ
ー
を
鮮
明
に
打
ち
出

し
て
お
り
、
ゆ
め
創
造
21
に
新
た

に
教
育
特
別
枠
を
設
置
し
て
は
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
安
全
で
安
心
で
き
る

魅
力
の
あ
る
学
校
、
ま
た
家
庭
や

地
域
社
会
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
、
生
涯
学

習
の
振
興
と
合
わ
せ
て
教
育
先
進

都
市
を
目
指
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い

諸
条
件
の
整
備
に
努
め
て
い
く
必

要
性
や
重
要
性
に
つ
い
て
十
分
に

認
識
し
て
い
る
。
一
方
、
財
政
状

況
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
予
測
さ
れ
、

社
会
経
済
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、

新
た
な
行
政
課
題
が
山
積
み
し
て

い
る
状
況
の
中
、
個
別
の
分
野
を

対
象
に
し
た
特
別
枠
の
設
定
は
困

難
で
あ
る
。
財
政
状
況
が
厳
し
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
効
率
的
で
投

資
効
果
の
高
い
行
財
政
運
営
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
、

社
会
状
況
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
十

分
に
把
握
す
る
中
で
重
点
施
策
を

明
確
に
す
る
な
ど
施
策
に
あ
る
程

度
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

答

庁
内
の
人
的
資
源
の
配

分
や
人
事
評
価
が
、
明
示

さ
れ
た
目
標
と
基
準
の
も
と
で
行

わ
れ
、
評
価
面
で
も
透
明
性
の
確

保
が
求
め
ら
れ
る
。
成
果
主
義
に

基
づ
く
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
市
長
の
見
解
と
現
在
の
進
捗

状
況
は
。

平
成
12
年
度
か
ら
管
理

職
を
対
象
に
勤
務
成
績
評

定
制
度
を
試
行
実
施
し
て
い
る
。

勤
務
成
績
の
評
定
制
度
は
、
各
職

員
の
能
力
、
実
績
、
意
欲
、
姿
勢

な
ど
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
に

よ
り
、
能
力
の
活
用
と
人
材
育
成

に
主
眼
を
置
い
た
制
度
と
し
て
、

本
市
の
人
事
シ
ス
テ
ム
の
柱
と
な

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
だ

実
施
し
て
い
な
い
一
般
職
を
含
む

全
職
員
を
対
象
に
、
今
年
度
中
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

人
事
評
価
等
の
目
標
や
基
準
の

透
明
性
の
確
保
は
、
重
要
な
問
題

と
考
え
る
が
、
試
行
実
施
で
あ
る

現
段
階
で
は
公
表
し
て
い
な
い
。

評
定
結
果
は
適
材
適
所
の
人
材

配
置
や
昇
進
管
理
を
含
め
、
面
談

を
通
じ
て
職
員
の
能
力
開
発
に
活

用
し
、
組
織
の
活
性
化
を
目
指
す
。

併
せ
て
評
定
結
果
を
給
与
面
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
も
含
め
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問答

一般質問 要 旨
問

答

平成17年9月定例会の一般質問は、9月27日、28日、29日の

3日間にわたって行われ、13人の議員が質問を繰り広げま

した。紙面の都合により、その一部をお知らせします。

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

―
答
弁
―
勤
務
評
定
は
全
職
員
を

対
象
に
今
年
度
中
に
実
施
す
る

人事

問

宇治市発展特別枠ゆめ創造21に
教育特別枠の予算設置を

―答弁―重点施策を明確にし、

施策に優先順位をつけて対応

教
　
育

平
成
16
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
「
宇
治
市
人
材
育

成
計
画
」
の
中
で
昇
任
応
募
制
度

と
併
せ
て
希
望
降
任
制
度
の
導
入

を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
行
政
運
営
上
、
非
常
に

有
効
な
方
策
で
あ
り
早
期
導
入
が

望
ま
し
い
が
市
長
の
見
解
は
。

同
計
画
の
中
で
人
事
制

度
改
革
の
一
環
と
し
て
、

役
職
庁
内
公
募
制
度
や
希
望
降
任

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
導
入
は
、
団
塊

の
世
代
の
大
量
退
職
と
い
う
大
き

な
課
題
を
抱
え
る
本
市
に
と
っ
て
、

行
政
運
営
手
法
の
継
承
と
併
せ
て

ポ
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
役
立
つ

制
度
で
あ
る
が
、
希
望
降
任
制
度

は
管
理
職
員
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
に
つ
な
が
る
な
ど
の
批
判
的
な

意
見
も
あ
り
、
管
理
職
の
職
責
に

対
す
る
自
覚
の
向
上
や
、
人
材
育

成
、
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現

在
、
人
事
給
与
制
度
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
外
部
の
視
点
で
制
度

全
体
の
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い

て
幅
広
く
論
議
し
て
お
り
、
制
度

を
既
に
導
入
し
た
他
市
の
実
態
把

握
、
課
題
分
析
等
を
行
う
必
要
性

が
あ
り
、
来
年
度
以
降
、
具
体
的

な
検
討
に
入
る
。

答

問

人事制度改革について

―答弁―来年度より制度導入を

具体的に検討する

人
　
事

大
久
保
小
学
校
に
消
防

分
署
を
合
築
す
る
計
画
が

発
表
さ
れ
た
。
教
育
と
い
う
大
き

な
課
題
を
持
つ
学
校
敷
地
内
に
消

防
分
署
を
建
設
す
る
に
は
、
教
育

に
も
た
ら
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
必

要
と
考
え
る
。
学
校
に
建
設
さ
れ

た
場
合
の
利
点
は
。

現
在
、
学
校
の
安
全
管

理
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。
学
校
敷
地
内
に
消
防
分

署
を
建
設
し
た
場
合
、
学
校
に
隣

接
し
て
消
防
職
員
が
24
時
間
常
駐

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
安
全
管
理

が
格
段
に
高
く
な
る
。
ま
た
、
地

域
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
学
校

施
設
が
防
災
の
拠
点
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
う
え
に
、

常
設
の
消
防
分
署
が
合
築
さ
れ
、

い
っ
そ
う
本
格
的
な
防
災
拠
点
に

な
る
。
さ
ら
に
、
新
た
に
消
防
分

署
の
用
地
を
買
収
す
る
必
要
が
な

く
な
り
、
約
２
〜
３
億
円
程
度
が

節
約
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
今

後
、
議
会
の
論
議
や
意
見
を
踏
ま

え
た
う
え
、
学
校
関
係
者
、
地
域

と
積
極
的
に
話
し
合
い
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

る
よ
う
努
め
、
そ
の
成
果
を
十
二

分
に
基
本
設
計
に
反
映
さ
せ
、
本

市
の
公
共
事
業
の
モ
デ
ル
的
な
事

業
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

大
久
保
小
学
校
合
築
事
業
に
伴
う

グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
の
確
保
は

―
答
弁
―
最
低
７
２
０
０
㎡
以
上

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
確
保
す
る

教　育

問

答

▲ 9月定例会の議場風景

平
成
17
年
９
月

９
日
　
議
会
運
営
委
員
会

15
日
　
議
会
運
営
委
員
会

16
日
　
本
会
議
（
招
集
・
提
案
説

明
等
）

各
派
幹
事
会

21
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
委
員
会
付
託
等
）

全
員
協
議
会

委
員
長
会
議

26
日
　
総
務
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

27
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

各
派
幹
事
会

28
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

29
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
・
議

案
審
議
）

30
日
　
総
務
常
任
委
員
会

平
成
17
年
10
月

３
日
　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

４
日
　
市
民
環
境
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

７
日
　
総
務
常
任
委
員
会

11
日
　
総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

12
日
　
本
会
議
（
議
案
審
議
等
）

決
算
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

各
派
幹
事
会

宇
治
市
議
会
で
は
、
寄
付
行
為

の
禁
止
と
虚
礼
廃
止
（
年
賀
状
な

ど
の
自
粛
）
の
申
し
合
わ
せ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
市
民
・
各
団
体
の

皆
さ
ん
に
は
ご
理
解
の
上
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

小学校が消防分署と
合築された場合の利点は

―答弁―学校の安全管理の

強化が図れる

教
　
育

▲大久保小学校

虚
礼
の
廃
止


